
園⽣活
年度のはじめに・・・

お⼦さんが過ごす園の

保育について、お願い等について

ご確認ください

こひつじ保育園



乳幼児期は⼈⽣の根っこ
（⽣きる⼒）が

育つ⼤切な時代です
ですから園は、次ページのよ
うなあり⽅を⼤切にします。



園とは⼦どもにとっては
安⼼の場

⽣活の場・あそび（学び）の場
であると考えます

⼤好きな先⽣がいる
安⼼して過ごせる
ホッとできる
気持ちを表せる

様々な物、あそび、⽣活への
興味・関⼼が広がる環境

好きな遊びがある
知りたいことが増える
やってみたいと思える



お⼦さんの保育時間（園にいる時間）はどれくら
いでしょうか。
8時間、9時間、時には10時間のお⼦さんもおられ
ると思います。

そんなに⻑い時間を園で過ごすお⼦さんが少しで
も体調も気持ちも整えられ、楽しんで過ごせるよ
うにご家庭での朝・夜のちょっとしたポイントを
お知らせします。

次ページの朝編・夜編をご覧ください



お⼦さんが園で楽しくて充実した毎⽇になるために 朝編

6つのポイント

01 朝起きる時間を決める

02 家族とおはようのあいさつ

03 朝ごはん、⾷べたい！

04 朝、トイレに座る（特に⼤便）

05 ⾃分で出来ることは⾃分で！

06 朝は叱らない・笑顔で送りだす



お家で過ごす時間が充実するために  ⼣⽅∼夜編

6つのポイント

01 おかえり∼ 笑顔でお迎え、  
会いたかったよ∼を伝える

02 ⼦どもと10分でも15分でも      
いいのできちんと向き合う
（スキンシップ、お話を聞く等） 

03 空のお弁当箱を⾃分で出す
など、簡単な役割が⼀つある
  （3歳児以上児）

04 テレビゲームは時間を決める

05 寝る前に本を読んでもらう
  親に読んでもらう⼦は必ず
  伸びます！

06 おやすみなさいを⾔って寝る
  親と⼀緒に寝る場合も
  挨拶しよう



そのため保育で
⼤切にしていること
  それは・・・



① 
 ⼦ども理解を丁寧にする

  そして⼦ども

  ⼀⼈ひとりの

  個性を⼤切にする



② あそびを⼤切にする

⼦どものやりたいあそびの中にこそ
育ちがあり

⾃ら関わるあそびの中にこそ
学びがあるからです



③ 主体性が育つために

⼤⼈から決められた限定的なあそびや
いやいや従うルールを押し付けるのではなく、⾃ら意欲的に
動く、考えてみる・・を⼤切に育てたい
そのため、指⺬や命令は最⼩限度にしたいと思っています。
主体性とわがままとは違います。
叱るべき場合はきちんと叱り、何故なのか⼦どもと共に話し
考えたいと思います。



④ ⼈とのつながりを育てたい

 気持ちの良い挨拶をし合う
 ⾃分の思いや気持ちを伝える・表す
 ⼈の話を聞く
 同年代だけでなく異年齢でのあそびや繋がり、
 地域の様々な⼈々を知る機会を設ける 
 異⽂化に触れる・知る

 



⑤ ⼼の育ちを⼤切にする
  「 いつも喜んでいなさい
   絶えず祈りなさい。
   すべての事について感謝しなさい （聖書のことば） 」

   を⼼におき、⽣活の中で喜べる⼼ 祈り⼼ 感謝の⼼が

   育つように関わる



⑥ ⾷育は毎⽇の給⾷・おやつを通して

こひつじの給⾷室の先⽣（栄養⼠・調理師）は
園児の中に⼊り給⾷を⼀緒に⾷べ、⼦どもたちの喫⾷状況
を把握しています。
時には⾷材等の話題が出ることも。

⼦どもたちは⾷事の前にはテーブル拭きや配膳の⼿伝いを
したり、⾷べこぼしに気づいたら、拾うなどの⾷に繋がる
⾏動の中での学びがたくさんです。



2024年度
の

保育内容について



０・１歳児

段落テキスト
少⼈数の担当制保育

かわいい・⼤好き！が

伝わる保育

個別のリズムを⼤切に
⾚ちゃん体操
絵本・わらべうた
⼿指をつかったあそび
うんとあそびこむ！



2歳児

出来るだけ少⼈数で過ごす
排泄など⾃⽴に向かう時期
語彙が増える時期
何でも試したい時期
⼤きくなった私・僕を⾒て！を
意識する

⾛りまわる2歳児らしく全⾝運動
をたくさんする
ごっこあそび・⾞遊び・ブロッ
ク・砂・泥んこ
絵本・素話・歌



３・４・５歳児

異年齢保育
ダビデ・サムエルチーム

⼜は
年齢別保育

3歳りす・4歳うさぎ・5歳きりん

＊⾃分の好きなあそびに出会う
 あそびを深める・考える・
 ⼯夫する・協⼒しあう
＊経験してほしいあそび・活動
 を計画・提供
 個別から集団（仲間）を意識



３・４・５歳児

表現あそびを楽しむ・知る

⾃然に親しむ・触れる・楽しむ

⽂字・図形・数字等に興味を持つ
それらを使ってあそぶ

English�Time�(⽉1回）
ネイティブの先⽣来園

  歌の時間
  季節の歌・讃美歌など 



子ども一人ひとりに特別の日があります。

それは　Birthday！

＊自分のお誕生日にはお家の人が
　来てくれる（3歳以上のみ）

半日保育参加してください！

この日はお家の人と一緒にお昼に帰ります。
いつもは遅いお迎えの子もみんなに見送られる
兄弟がいても親を独り占めできる日
そんな特別感を持って欲しい日、スペシャルデーです！



園からのお便りは

月1回の園だより・給食献立表・
保健だより
週1回のグループだより（週報

不定期に動画や写真等をHP上にup
します

3歳児以上は連絡ノートはありま
せん



子育てNOW
(保護者との子育ての学び合い）

　年に2回～3回
＊　出来る限り平日の
　　午後の時間帯に行います



個人面談の日

年に2回ほど個人面談週間があ
ります

お子さんの育ちや友だちとのつ
ながり、気になること等、担任
と何でもお話ししましょう！



私たち保育者の願い

お家の方に子どもたちの日常を、出来るだけ
たくさん知ってほしい

なぜなら、日中の子ども達って
こんな面白い、楽しい関わり、すごい育ちが
たくさん！！
それをお家の方と一緒に共有したい！
一緒に感動したい！

園からのお便りはぜひお読みください。
読んでいただきたい内容を記載しています。



何か問題を感じたり、疑問に思われたこと
は、どうぞお伝えください。

私たちは精一杯保育をしているつもりです
が、気づかないことも多々あると思います。

誤解があればそれが解かれて、また解決した
方がいいことは解決に向けて共に話し合って
いきたいと思います。

どうぞよろしくお願い致します。



その他・お伝えしたいこと

＊登降園時間・欠席連絡・土曜日保育　　
＊園での服装・靴
＊病気（特に感染症の扱い）・投与
＊駐車場
＊写真の扱い



　　登園時間・欠席連絡
朝は9時までの登園をお願いします。
お子さんの出席確認を9時には確定したいと思います。
欠席の連絡は9時までにお願いします。
病院受診等、遅れる場合、9時を過ぎる場合も
連絡を入れてください
給食室へ人数報告、園児把握の最終確認のためにとても
重要です。



　　　土曜日の保育

土曜日保育は原則、両親共にお仕事の場合のみ
月ごとに就労確認書を提出していただきます。
就労以外の理由で土曜保育が必要な場合は
ご相談ください。
保育士の週40時間労働を守るためにもご協力
宜しくお願い致します。



　　園での服装・靴
園ではお子さんが遊びやすく、着脱しやすい服装をお選びく
ださい。不必要なものが付いているおしゃれ着は怪我や事故
の元になります。

子ども時代の靴はとても大切です。
足のサイズに合った靴（運動靴）でお願いします。



　　　　病気（感染症）

感染症が確認できた時点で登降園口のボードで
お知らせします。
病院受診の際に園やクラスの状況をお伝えください

園で発熱した場合は、37.5～38度で家庭環境調査票
に記入してある連絡先順番に従い連絡します。
発熱以外でも状況に応じて電話連絡致します。



　　　　　園での与薬

お薬は基本園では飲ませません。
どうしても園に居る時間帯に服用しないといけな
い場合は、病院受診後、医者から処方された薬に
限ります。
その場合、薬の連絡表の提出をお願いします。



　　駐車場内・道路横断時の事故防止

駐車場内での事故防止と道路横断時の事故防止のため以下の点に
ついて十分お気をつけください

＊子どもだけ先に降りて駐車場内を勝手に歩かない、遊ばない。
＊親同士の長い立ち話をしない。
＊子どもの手を繋ぎ、道路の左右安全確認後、速やかに横断。

数に限りのある駐車場ですので、長い駐車はご遠慮下さい。
駐車中の車のエンジンは切りロックしてください。



　　　　写真の取り扱い
園ではお子さんの写真（保育の記録・子どもの記録として）
をたくさん撮ります。
園のHP上にUPさせることもありますが、保護者の方の同意が
ない場合はUPは致しませんのでその旨をお申し出ください。

はいチーズさんと提携しており、園で先生が撮った写真、プ
ロのカメラマンが撮った日常の写真を販売することがありま
す。限定のパスワードでWEB上で見、購入する方式になって
います。



��0-1歳児� … 着替え(３セット)、オムツ、お尻拭き、マグorコップ、⾷事エプロン

    � ���� ビニール袋、お昼寝布団

 2歳児�� �… 着替え(2セット)、オムツ、お⼿拭きタオル、お尻拭き、コップ

  �������   ��⾷事エプロン、ビニール袋、

   ����������������シングルサイズのタオルケットor⽑布(敷布団は使⽤しません)

3-4-5歳児���… 着替え(1セット)、⼿拭きタオル、⼱着(⽩ご飯、コップ、箸・スプーン

       ��セット、ランチョンマット)、ビニール袋、

      ������シングルサイズのタオルケットor⽑布(敷布団は使⽤しません)

                             ※⽬安ですので、⽉齢や個⼈差に応じて量は変わります

◇持ってくるものもの◇持ってくるものもの


